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平成 26 年度浦添市立図書館 読書講演会 
2014 うらそえＹＡ文芸賞表彰式 

 

 

 

 

 

 

 

  

【日時】11 月 24 日（月）開場：13 時 30 分 講演 14 時～16 時  

※図書館は休館日。 

【場所】てだこホール（小ホール）【定員】300 人（先着順） 

【申込方法】①中央カウンター、としょまるにて直接申込み 

        ②電話にて申込み 

        ③E メール 件名に「読書講演会申込み」と記入し、 

本文には、参加者氏名（ふりがな）、連絡先（ 電話番号または 

メールアドレス）、年齢（年代でも可）をご記入の上、 

tosyokan@city.urasoe.lg.jp まで申込み→ 

 

【申込期間】10 月 7 日（火）～11 月 22 日（土）まで 

※定員に達し次第締切 

【問い合わせ】浦添市立図書館  電話：８７６－４９４６
よ く よ む

 

                          

講師  村山
む ら や ま

早紀
さ き

氏 
（作家） 

『コンビニたそがれ堂』や『シェ―ラひめのぼうけん』

で人気の著者、村山早紀氏による講演会です。 

ご自身の著書に関するお話や作家という仕事の奥

深さ、これからの世代に伝えたい本の面白さなど、貴

重なお話を聞くことができるまたとない機会です。 

    

                撮影 冨永宗司 
講師プロフィール 

1963 年長崎県生まれ。 

「ちいさいえりちゃん」で毎日童話新人賞・最優秀賞

および第 4 回椋鳩十児童文学賞を受賞。 

『コンビニたそがれ堂』©村山早紀/ポプラ社 

『シェーラひめのぼうけん』©村山早紀/童心社  
 

 

 

 

 

あなたの質問に､村山先生が答えます！質問大募集!! 
①窓口②電話③移動図書館としょまる④メールで受付けます。 

メールアドレス：tosyokan@city.urasoe.lg.jp 

  

2014 

11/24 
（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 入場無料！  
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1 フリガナ 

氏名 

 
 

※複数名での参加の方は代表者のお名前のみ 

2 電話番号  

3 区分＆参加人数 大人（       ）名 ・ YA（        ）名 ・ 児童（        ）名 
※YA とは概ね 12 歳～22 歳まで 

平成 26 年度 浦添市立図書館 読書講演会 申込み用紙 

申込日 平成 26 年  月  日 

※ご記入いただいた個人情報は、責任を持って取り扱い、講演会の案内以外には使用いたしません。 

職員記入欄 【受付場所】 事務室 ・ カウンター ・ としょまる  【受付職員名】（        ）  
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～風早
かざはや

の街へようこそ～ 

『コンビニたそがれ堂』（2010 年 ポプラ社） 

風早という街の駅前商店街のはずれ、赤い鳥居が並んでいるあ

たりに、夕暮れになるとあらわれるコンビニがあるといいます。

ある人は気づかなくても、大切な探しものがある人は、このコン

ビニを見つけられるという。名前は「たそがれ堂」。訪れる人々

の探しものはさまざまですが、必ずそこで見つけられるといいま

す。今日、その不思議なコンビニを訪れるのは･･･？ 

不思議な、でも、とびっきり心が温かくなるお話です。 

大人気「コンビニたそがれ堂」シリーズの第 1 弾！ 

 『コンビニたそがれ堂』©村山早紀/ポプラ社 

『竜宮ホテル』 『ルリユール』 

（2013 年 ポプラ社） （2013 年 徳間書店） 

 あやかしを見る

不思議な瞳を持

つ作家の水守響

呼は、その能力ゆ

えに心を閉ざし、

孤独に生きてき

ました。そんなあ

る日、猫の耳の少

女ひなぎくと共

に「竜宮ホテル」 

※本の書影使用については、各出版社の許可を得ています。 

 沖縄出身で、今は

風早の街に住んでい

る祖母を訪れた瑠璃

は、偶然見つけた「ル

リユール黒猫工房」

で、クラウディアと

出会います。 

クラウディアの職

業は、美しい本を作

ったり、どんなに傷

んだ本でも修復する 
 

 ことのできる「ルリユール」。 

その工房に訪れた人は、さまざまな事

情で、キズついた思い出を抱えています

が、本だけではなく、心も優しく癒やさ

れていきます。まるで魔法のように…。

で暮らすことに。 

 そこでの日々は、魔法と奇跡に彩られ

て、固く閉ざされていた響呼の心を、少

しずつとかしていきます。 

美しい癒やしと再生の物語。 

『ルリユール』©村山早紀/ポプラ社 
『竜宮ホテル』© 村山早紀/徳間書店 


